
2017年12月4日(月曜日）

除染後、仮置場、中間貯蔵の今を知る
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いわき駅南口（ミスタードーナツいわき駅前ショップ前）――天神岬［楢葉町］（仮置場視察）

9：３０発 １０：３０～１０：５０

📣環境省

中間貯蔵施設［大熊町］（視察）―――― くっちぃーな［広野町］（昼食）――――――――

１１：３０～１２：３０ １３：１０～１４：００

📣Jヴィレッジ職員

Jヴィレッジ［広野町・楢葉町］（視察）――――――――――――――――――――――――

１４：１５～１５：２０

📣センター職員 /📣開沼博さん

楢葉遠隔技術開発センター[楢葉町]（視察・体験・まとめ）―――――――――――――――――

１５：３０～１７：３０

いわき駅南口（ミスタードーナツいわき駅前ショップ前）

１８：３０頃 解散

朝
×

昼
○

夕
×

社会学者。立命館大学衣笠総合研究機構准教授(2016-)、

福島大学客員研究員(2016-)ほか、様々な機関の委員等に任じられる。

著書に「はじめての福島学」、「福島第一原発廃炉図鑑」などがあり、

震災後の福島について現状をもとにわかりやすく伝えている。

いわき市出身。
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除去土壌などは仮置場は、放射性物質を遮へいしたり、
周囲に放射性物質が漏れないようにしたりするなどの
安全対策を講じて管理します。

①遠ざける

居住地域からの距離を十分の確保した上で、柵などを設置し、
人が誤って仮置場に近づかないように防止します。

仮置場の安全対策

②遮る
取りのぞいた土などは、フレキシブルコンテナや大型土のうなどに入れて、水を
通さない層（遮水シートなどの防水シート）の上に置き、その上部を防水シート
などで覆います。取りのぞいた土などの飛散・流出を防ぎ、さらに雨水などの流
入と地下水などの汚染を防ぎます。

フレキシブルコンテナや大型土のうなどは、汚染されていない山砂などを入れた
遮へい土のうで囲むなどの方法で放射線をさえぎり、敷地境界での放射線量を周
辺と同程度まで下げます。(*)

*除去土壌等を厚さ30ｃｍの土で覆うと、
約97.5％の放射線を遮へいすることができる

③管理する
仮置場の設置後は、定期的に敷地境界での空間線量率を測定します。
また、定期的に地下水を採取し、放射性物質の濃度を測定し、安全を確認します。

万一異常が発見された場合は原因を明らかにし、遮へい材の追加、施設の補修などの
対策を速やかに行います。

仮置場について

数字で見る仮置場

【出典】除染特別地域（直轄除染）における除染仮置場等の箇所数、保管物数及び搬出済数について（環境省 平成29年11月24日）
市町村が設置する仮置場の整備状況等 平成29年６月末時点（福島県除染対策課平成29年9月13日）

■除染特別地域（直轄除染）における除染仮置場等の箇所数：255箇所
保管物数：7,456,069 袋

■汚染状況重点調査地域における除染仮置場等の箇所数：862箇所
保管物数：2,206,411 袋

④



4

除染で取り除いた
土壌の処理の流れ除染で取り除いた土などは、

市町村の協力を得て決定した
場所で保管しています。

⑤
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福島県では、除染で取り除いた土や放射性物質に汚染された廃棄物の量が膨大となるため、

現時点で最終処分の方法を明らかにすることは困難です。

このため、福島県で発生した、除染で取り除いた土や放射性物質に汚染された廃棄物を、

最終処分するまでの間、安全に集中的に管理・保管するための中間貯蔵施設を福島県内に

設置することとしています。

中間貯蔵施設には、貯蔵や減容化のための施設の他、空間放射線や地下水のモニタリング

（監視）、情報公開、効果的な減容化技術の研究開発・評価のための施設も併設する予定

としています。

中間貯蔵施設って
なに？

福島県内における
除染実施地域と中間貯蔵施設予定地の位置関係

⑥
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何をどれだけ
貯蔵するの？

何を？
①仮置場などに保管されている除染に伴い発生した土壌や廃棄物
現在、県内市町村の仮置場などに保管されている除染により取り除いた土壌や側溝の
汚泥、草木、落ち葉などを貯蔵

②1kgあたり10万ベクレルを超える放射性セシウム濃度の焼却灰など
可燃物は原則として焼却し量を減らした上で焼却灰として貯蔵

どれだけ？
福島県内の除染土壌などの発生量は、減容化（焼却）した後で、

約 1,600万㎥～2,200万㎥※と推計

※約1,600万㎥～2,200万㎥は、
東京ドーム（約124万㎥）の約13～18倍に相当

中間貯蔵施設の検討に当たっては、上記の他、追加的な除染など、
現時点で推計が困難な分野の貯蔵も考慮しています。

約

土蔵貯蔵施設（大熊町）

⑦



7

中間貯蔵施設には
いくつかの個別施設が

あります！

中間貯蔵施設に整備する個別施
設と処理フローのイメージ

⑧
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中間貯蔵施設への輸送は平成27年3月に開始され2年が経過しました。

当初は52市町村の仮置場に除染土壌等がありましたが、19市町村において

既に搬出が完了し、平成29年度は33市町村で輸送を実施しています。

※表示しているルートは、今後、地域の状況を踏まえて見直す可能性があります。

※車両の表示は、輸送ルートの一部であり、他の路線も通行します。

があります
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輸送車両の休憩場所

1日に往復する平均的な輸送車両
の台数

平成29年度の搬出元市町村

00

● 平成29年度の輸送(予定)

•輸送量：50万㎥程度(H28年度の約3倍)学校などに保管してある除染土壌等を優先して輸送

•輸送車両台数：1日平均350台程度

•輸送は原則、日曜日、お盆、お彼岸、年末年始は実施しません。

⑨

平成2 9年度の
中間貯蔵施設への
輸送に関して

輸送の予定
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参考①
中間貯蔵施設に係る「当面5年間の見通し」

⑩

*平成29年9月16日時点
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参考②
除染土壌の再生利用実証事業について

⑪

※平成29年10月9日(月・祝)福島民友・福島民報掲載
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JFAナショナルトレーニングセンター

Jヴィレッジの元総料理長。

サッカー日本代表の帯同シェフとして、

2006年W杯ドイツ大会、2010年W杯南

アフリカ大会も含め、50回以上の日本代表

の海外遠征試合に帯同し、選手やスタッフ

に食事を提供する役割を担っている。

多くの海外遠征の中で、選手たちの体調が

整えられるよう料理に工夫をこらす。

西 芳照（にし よしてる）さん

アルパインローズ、くっちぃーな
シェフ

くっちぃーな

事故から5年経った2016年3月、広野町役場前に公設商業施設「ひろのてらす」がオープン。

スーパー「イオン広野店」のほか、飲食やクリーニング、リフォーム店が入っている。

その一角に、同町在住の西芳照さんが「くっちぃーな」を出店。「“食”は“人”を“良”くするって

書きますよね。事故から５年目にようやくスーパーができて、ここで人とのつながりを強くして

もらい、みんなでいい町をつくっていきたい」と西芳さん。

このあたりの方言「はらくっちぃーな（おなかいっぱい）」から名付けられた店では、福島産の

ジャガイモやキャベツ、福島牛を使った定食などを提供している。

イオン広野店 ひろのてらす
福島県双葉郡広野町

大字下北迫字苗代替24-1 

営業時間：11：00～19：00
定休日：不定休

(イオン広野店に準ずる)
☎0240-27-1524 

⑫

2016年３月開業した「ひろのてらす」
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福島県双葉郡楢葉町山田岡字美シ森8番
☎0240-26-0111

2020年夏季オリンピックが東京で開催されるにあたり、Jヴィレッジを

トレーニング施設として利用する予定。東京電力などが復旧作業を進め

ている。日本サッカー協会の発表で2018年夏に一部再開、2019年4月

に全面再開の予定。

⑬
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当センターは、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉のための、遠隔操作機器

（ロボット等）の開発・実証試験を行っている。

平成28年4月から本格運用を開始し、作業者訓練を行うための最新のバーチャル

リアリティシステムを備えた研究管理棟と、原子炉の廃止措置技術の実証試験

や遠隔操作機器の開発実証試験を行うための試験棟から構成されている。

遠隔技術に関する幅広い専門分野の研究者や技術者が集まり、情報発信も行う

遠隔技術開発の拠点。

福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸1-22
☎ (0240)26-1040（代表）

ロボット試験用水槽。

水中環境で使う

遠隔操作 機器・装置の機能確認を行う。

⑭

原子炉建屋内をVRで再現。

作業の事前確認・訓練が可能に。




